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青少年体験活動奨励制度説明

【概要】

青少年体験活動奨励制度とは、青少年(対象 14～24 歳) の様々な体験活動へのチャレンジを奨励
するための仕組みで、文部科学省委託事業「体験活動推進プロジェクト」 として、青少年の支援の
ために本協会が受託をして制度設計を進めています。そして「自然体験、運動体験、ボ ランティア
体験、教養体験」の 4 領域の体験活動を総合的に一定期間継続した実績に応じて、その達成を記
念する修了証(アワード)を文部科学省から青少年に授与し ます。また、海外留学や就職の際にも
活用できるよう、国際的な体験活動の評価顕彰制度である英国エディンバラ公 国際アワードの賞
(ブロンズ)を同時に取得できます。
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●4領域の体験活動の実施

●活動をレコードブックに記録
・活動記録BOOK

・英国エディンバラ公国際アワードRecord book

●アドバイザーへ活動の報告と相談
（アドバイザーは評価とアドバイス）

●上記3つの繰り返し

第１段階（活動前）

第２段階（活動中）

第３段階（活動修了後）

●参加希望者が参加申し込み

●活動目標と活動計画の作成

●レコードブックの記入と提出
・体験活動記録book

・英国エディンバラ公国際アワードRecord book
（・英国エディンバラ公国際アワード達成記録

活動記録book 32－33ページ）

●表彰

自然体験 運動体験 教養体験 奉仕体験

ーーーーーーーーーー制度の流れーーーーーーーーーー



４領域の体験活動

自然体験活動 運動体験活動

奉仕体験活動教養体験活動

【内容】
●宿泊を伴う自然体験活動（冒険旅行）

【期間】
●本番：１泊２日
※事前準備および練習を行うこと
※1泊2日の宿泊やキャンプを実施し、

1日6時間、2日間で計12時間以上
活動すること
※事前準備を含め2泊3日以上でも可

【具体例】
●ご来光を見るための富士登山、固
有の自然に触れるための屋久島ト
レッキング等

【内容】
●運動やスポーツを行う体験活動
（心肺的・肉体的負荷のある活動）

【期間】
●週１時間以上×3ヶ月以上
※運動体験活動、文化教養体験活
動、奉仕体験活動の3領域の中で
1領域だけは6ヶ月以上

【具体例】
●フルマラソン完走を目指してマラソン
トレーニング、大会入賞を目指した
フットサルトレーニング等

【内容】
●自己を高めたり、趣味を深めたり
する体験活動（自己研鑽的な活動）

【期間】
●週1時間以上×3ヶ月以上
※運動体験活動、文化教養体験活
動、奉仕体験活動の3領域の中
で1領域だけは6ヶ月以上

【具体例】
●地域の書き初め展への出店を目指
した書道の練習、TOEIC800点を目
指した英語の学習等

【内容】
●ボランティアや奉仕を行う体験活動

【期間】
●週1時間以上×3ヶ月以上
※運動体験活動、文化教養体験活
動、奉仕体験活動の3領域の中で
1領域だけは6ヶ月以上

【具体例】
●子どもに学ぶ楽しさを知ってもらうこ
とを目指した小学校での学習支援、
地域美化を目指した清掃活動等
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•上記は英国エディンバラ公国際アワードブロンズアワードの取得要件と同程度の要件です。
英国エディンバラ公国際アワードのシルバーまたはゴールドアワードの取得を希望の方は、活動期間等が
上記表とは異なります。必ず英国エディンバラ公国際アワードハンドブックにて確認してください。



活動者の心構えと参加者が行うこと

●自主的、自発的に活動を行うこと

●継続的に活動を行うこと

●活動を振り返ること

【第１段階（活動開始前）】
●アドバイザーに相談しながら、4領域の体験活動計画を
立てること

【第２段階（活動中）】
●計画に沿って4領域の体験活動を行うこと
●行った体験活動をレコードブックに記録すること
●アドバイザーに活動状況を報告、相談すること
●交流会や相談会に参加すること

【第３段階（活動修了後）】
●活動を振り返ること
●活動を修了した報告、申請をすること

体験活動奨励制度に参加する際の心構え

体験活動奨励制度に参加する青少年が行うこと
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アドバイザーと相談して、申込書を記入し、事務局へ提出

●申込書に必要事項を記入しましょう
※青少年体験活動奨励制度申込書（日本版）
※英国エディンバラ公国際アワード申込書（英国版）

●申込書に必要事項を記入したら管轄のブランチ事務局へ送付しましょう
※各ブランチ事務局の担当地区は裏表紙をご確認ください

※申込用紙に不備がないか必ずアドバイザーに確認してもらいましょう

①

活動者の活動の流れ
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青少年体験活動奨励制度 参加申込用紙  

一般社団法人教育支援人材認証協会内 青少年体験活動奨励制度委員会 宛 

 

青少年体験活動奨励制度の主旨に賛同し、参加申し込みをいたします。 

 

※裏面の青少年体験活動奨励制度参加留意事項をよくお読みの上、参加を希望される方のみ下記、 

太枠内すべての項目を記入し、申し込み用紙をご提出ください。（丁寧にご記入ください。） 

 

フリガナ：（姓） （名） 

氏 名：（姓） （名）                （印） 

ローマ字表記：（姓） （名） 

生年月日：（西暦）     年   月   日      性別： 男・女 

申込時点での年齢：           歳 6ヶ月後の年齢：         歳 

現住所（自宅）： 〒      -         ＊集合住宅の場合、建物の名称の記載をお願いいたします。 

 

 

E-mail:    

電話：          (       )                 FAX：         (        ) 

健康状態（持病等があればご記入ください）： 

所属団体名（※学校等）： 

 アドバイザー名（※わからない場合は空欄）： 

 活動内容 

  ○ボランティア： 

 ○文化教養： 

 ○運動スポーツ： 

 ○自然体験： 

備考： 

 

保護者の同意 ※未成年の方のみ保護者の同意が必要です。 

 

 （参加者名前）                       が青少年の体験活動奨励制度に参加することに同意いたします。 

保護者氏名：                                      （続柄：        ） 

 住 所：〒     -            

 電話番号： 

 



活動者の活動の流れ：英国エディンバラ公国際アワード申込書
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英国エディンバラ公国際アワード 

登録申し込み用紙 

 

氏名                                           (英語表記)                                          

住所 〒                                                                                           

生年月日           年      月      日      年齢                        性別  ☐ 男 ☐ 女 

                                                                                                  

 

所属団体名(OA またはユニット名)  一般社団法人 教育支援人材認証協会                              

住所 〒184-8501 東京都小金井市貫井北町４－１－１                                               

                                                                                                 

連絡先  042-３２９－７６０５                  

                                                                                                  

 

☐ ブロンズ 

☐ シルバー 

☐ ゴールド   に参加申し込みをしたいと思います。以下の活動に興味があります: 

 

サービス                                                                                          

スキル                                                                                            

フィジカル・レクリエーション(体育レクリエーション)                                                 

アドベンチャラス・ジャーニー(冒険の旅)                                                             

レジデンシャル・プロジェクト(ゴールドのみ)                                                         

健康状態について詳細を述べてください – 喘息、アレルギーなど                                       

                                                  

☐ 私は上記の活動に取り組むことをここに記します。 

                                                                                                  

 

保護者の同意 

☐ 私                                  は保護者として                                  が、 

上記のとおり英国エディンバラ公国際アワードに参加することに同意いたします。 

住所 〒                                                                                 

                                              電話番号                                            

 

アワードリーダー名                                                                                

住所 〒                                                                                           

電話番号                                        

 

OA またはユニットまでこの申し込み用紙を提出してください。 

＊提出方法・提出先は担当のアワードリーダーの指示に従ってください。 



アドバイザーから体験活動記録BOOKを受け取る
※事務局からアドバイザーへ体験活動記録BOOKを送付

●体験活動記録BOOKがアドバイザーの元に到着します
※直接活動者自身の元にではなく、担当しているアドバイザーに届きますので、アドバイザー
から受け取ってください

※「英国エディンバラ公国際アワード」のRecord bookと、「青少年体験活動奨励制度
(ジャパンユースアワード)」の体験活動記録BOOKの２つがあります

※修了時にはどちらも提出が必要です
受け取った時に内容の確認をしましょう

②

活動者の活動の流れ

申込書を送付し、レコードブックが届いたら、
青少年体験活動奨励制度としての活動のスタートです。

体験活動を楽しみましょう！！

アドバイザーに相談しながら活動計画をたてる（体験活動記録BOOKへ必要事項を記入）

●青少年体験活動奨励制度の体験活動記録BOOKを活用しましょう

※簡単すぎず、難しすぎない、無理のない目標を立てましょう

③

8

４領域の体験活動を実施し、レコードブックに記録

●活動の確認をしてもらう人（活動確認者）を決めましょう

●活動確認者へ青少年体験活動奨励制度に参加していることを伝え、活動確認者として、
レコードブックへの署名、コメントの記載をしてもらえるよう依頼しましょう
※「英国エディンバラ公国際アワード」のRecord bookと、「青少年体験活動奨励制度

(ジャパンユースアワード)」の体験活動記録BOOKの２つがあります

●4領域の活動を、目標・内容・計画にそって実施しましょう

●定期的に活動確認者に署名をもらいましょう

④



④⑤を繰り返し

●4領域の活動実施と体験活動記録BOOKの記入、アドバイザーへの報告相談を一定期間繰り返
しましょう

●活動者とアドバイザーは、できる限り（負担にならない程度）連絡を取り合いながら活動を進めま
しょう

●地域で交流会等が開催されていたら、参加して情報交換や新しいネットワークづくりをしてみま
しょう

修了報告書とレコードブックを提出

●活動修了報告をしましょう
【修了報告時提出物】
・体験活動記録BOOK
・英国エディンバラ公国際アワードRecord book
（・英国エディンバラ公国際アワード達成記録 体験活動記録BOOK 32－33ページ）

●提出物に記入漏れや間違いがないか、アドバイザーに確認してもらいましょう

活動者の活動の流れ

⑥

⑦

⑤

アドバイザーへ定期的に活動状況を報告し、アドバイスを受ける

●4領域の活動状況をアドバイザーに報告し、その活動が目標や計画とずれていないか、活動
への評価と今後の活動へのアドバイスをもらいましょう

●月に一度程度、体験活動記録BOOKにアドバイザーから署名をもらいましょう

※不安なことや質問など、遠慮なく相談しましょう

⑤
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活動者の活動の流れ：体験活動記録BOOK
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活動者の活動の流れ：体験活動記録BOOK
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７／１３ ７：００－７：１５ 家の前のそうじ １５分

７／１４ ７：３０－７：４５ 家の前のそうじ ３０分

７／１５ ウォーキング３０分（○○公園～家 往復 △メートル）

７ １３ ７ ２０

例②

例①

・その週の月曜日（Mon）～日曜日（Sun）を書く
・活動した日付・時間・内容・累計時間を書く

（個人の好みの書き方でよい）

・活動事前アンケートをつかって
アドバイザーと話をしよう！



具体的な活動事例

大学生Aさんの場合

【活動目標】：洞窟探検やイグルーづくりを通して群馬県の自然に触れる
【活動期間】：1月18日〜1月20日
【活動内容】：

1日目 ・計画立てや計画の確認（練習日）
2日目 ・洞窟探検と洞窟内の実測と地図おこし

（洞窟内の地図を作成し管轄行政へ提出）
3日目 ・イグルーづくり

高校生Bさんの場合

【活動目標】：屋久島で固有の自然に触れる
【活動期間】：8月21日〜8月23日
【活動内容】：

1日目 ・キャンプ （テントの設営、飯盒炊爨等）
2日目 ・屋久島トレッキング

（縄文杉や紀元杉、ウィルソン株の鑑賞を含むトレッキング）
3日目 ・海の生き物の観察やウミガメの産卵の観察

自然体験活動の事例
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ボランティア体験活動の事例

大学生Dさんの場合

【活動目標】：住んでいる、学校のある地域を安全で住みやすい町にする
【活動期間】：11月7日〜3月1日
【活動内容】：
・地域の防犯パトロールサークルの立ち上げ
・週1〜2回の地域パトロール（サークル内でチームをつくり、チームごとに当番制）
・サークル内で防犯パトロール計画を立てる
・行政との打ち合わせ

（地域の要望を収集や行政と連携した学生防犯パトロールの 組織化）

高校生Eさんの場合

【活動目標】：学校がある地域の美化で地域に貢献する
【活動期間】：10月17日〜3月19日
【活動内容】：
・ボランティア同好会での花壇づくり（花壇づくりや土づくり、花植え）
・週1〜3回の花壇の手入れ（雑草抜きや水やり等）
・花壇周辺及び学校周辺のゴミ拾い（学校から花壇までの道の清掃）
・駅から花壇までの道の清掃



具体的な活動事例

教養体験活動の事例

大学生Gさんの場合

【活動目標】：展覧会の開催（写真）
【活動期間】：9月4日〜3月15日
【活動内容】：
・写真技術向上のための自主学習（写真関連書籍の読書や実際の撮影）
・デザイン系のゼミへの参加（大学のデザイン専攻ゼミへの自主的な参加）
・写真撮影活動（主に人物写真）
・展覧会開催のための計画
・展覧会開催のための打ち合わせ（展覧会を開催するグループでの打ち合わせ）
・展覧会の開催（グループ展）

高校生Hさんの場合

【活動目標】：書き初め大会への参加
【活動期間】：9月28日〜1月3日
【活動内容】：
・自主練習（1回1時間程度で数枚〜十数枚書く）
・書道関連書籍の読書
・昔通っていた書道教室の先生の指導を受ける（作品の添削等で指導を受ける）
・地域の書き初め大会への参加
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運動体験活動の事例

大学生Jさんの場合

【活動目標】：東京マラソンでフルマラソン（42.195km）完走
【活動期間】：9月24日〜2月23日（週1〜3回の実施/時間は都度変更）
【活動内容】
・大学の陸上サークルの練習へ参加
・早朝または夜の自主ランニング（主に1時間のペースランニング）
・地域で開催されているマラソンスクールへの参加（講義＋1時間30分のランニンを
主とした活動）
・距離の短いマラソン大会への参加（10kmマラソン）

高校生Kさんの場合

【活動目標】：ボーリングの全国大会出場
【活動期間】：11月18日〜2月23日（週1〜2回の実施/1回1時間30分程度）
【活動内容】：
・ボーリング場での自主練習（平均1回3ゲーム）
・コーチの指導を受ける（プロボウラーのボウリングクリニックへの参加）
・地域のボーリング大会への参加
・筋力トレーニング（安定した投球のため）



青少年参加者(高校生)コメント

『イメージできるようになりました。』 この制度を通して、今までの生活の中
では見過ごしていた意外なところに、自分に合っている事や、好きな事、興
味を持てる事を発見できたのでなりたい自分がイメージできました。また、
教養体験に関しては、自分の進学先や将来のことを考え直すきっかけに
なったし、やりたい事が明確になりました。青少年体験活動奨励制度に参加
できて、良かったと感じています。

学業や習い事と両立して、この体験活動を継続できたのは、両親やアドバ
イザーの支えがあってこそだと思いました。きっと私 1 人でしなければいけ
なかったら、自分の弱さに負けて途中で挫折していました。そういった面に
関しても、自分の成長すべき点を見つける事ができたので良い経験になり
ました。この経験を活かして、今後さらに自分の将来に向けての知識などを
深めていきます。

青少年参加者(大学生)コメント

今回青少年体験活動奨励制度に参加することで、新しい世界が広がり自
ら行動をする自信に繋がりました。漢字検定やウォーキングは以前から取り
組みたいと考えていたのですが、踏みとどまってしまいなかなか始められま
せんでした。しかしこのような機会をいただき、背中を押してもらうことができ
ました。またボランティア活動を沢山行うことで、多くの方とふれ合 うことに
より相手の目線に立つことや様々な考えを学びました。自然体験について
は、普段の生活ではなかなか体験できないことをすることができました。自
然の中での活動は感性が育つとも感じました。

多くの方に参加して欲しいと思っております。その上で、学校や活動の受
け入れ先の方等多くの大人の補助が重要だと思います。そして多くの経験
をすることで、視野を広げ、新たな可能性や未来が開けると実感しました。
私自身、保育士になる上での糧になりま した。このような機会をくださりあり
がとうございました。

参加者のコメント
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活動にあたっての留意点

●申込条件
本制度への参加は14歳以上24歳以下の青少年の方に限られます。20歳未満
の方は保護者からの承諾をいただくことを条件としてお申込をお受けいたしま
す。（満14歳以上で、25歳の誕生日までに活動を修了することができる方）

●病気・ケガ・トラブル等について
参加するにあたって心配な持病や、治療中の傷病があれば参加を取り止めて
下さい。参加期間中の発病や、事故等の責任、制度参加時のケガ、貴重品の
盗難や紛失、トラブル等については本協会ならびに青少年体験活動奨励制度
のアドバイザーは、一切責任を負いかねますのでご了承ください。

●保険加入について
本制度事務局ではレクリエーション保険などへの団体加入はしておりませんの
で、参加者各自で加入していただくことを推奨いたします。また、活動を行なう
場所・施設等（主催団体）が賠償責任保険などに加入しているかをご確認下さ
い。

●活動中の写真撮影について
本制度の広報のために、体験活動中・表彰式や交流会等の様子を撮影させて
いただき、本制度のブログやホームページに掲載することがございます。撮影、
掲載を望まない場合には事前に事務局へお申し出下さい。

●個人情報の取扱いについて
皆様の個人情報は、本人の許可なく本制度の基礎資料・文部科学省への申
請、英国エディンバラ公国際アワード参加申込み、その他本制度で必要とされ
る作業の範囲内以外の目的では使用しません。
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運営組織

●本部

一般社団法人教育支援人材認証協会

〒184-8501 東京都小金井市貫井北町4－1－1 東京学芸大学内

TEL:042-329-7605 HP： http://www.jactes.or.jp

【事務局 】

一般社団法人教育支援人材認証協会 青少年体験活動奨励制度委員会 事務局

TEL&FAX:042-329-7605 （国立大学法人 東京学芸大学内）

E-mail : info@jactes.or.jp

青少年体験活動奨励制度 HP http://www.japan-youth-award.net

Facebook https://www.facebook.com/seisyonen

●ブランチ事務局 (一般社団法人教育支援人材認証協会会員)

１．北海道ブランチ

札幌大学ｲﾝﾀｰｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ： SUICC
〒062-8520札幌市豊平区西岡3条7丁目3-13-1

011-852-9138(TEL)

hokkaido@japan-youth-award.net     

２．東日本ブランチ

教育支援人材認証協会

〒184-8501 東京都小金井市貫井北町4-1-1

042-329-7605(TEL&FAX)

info @japan-youth-award.net 

３．関西ブランチ

奈良教育大学 次世代教員養成センター
〒630-8528  奈良市高畑町（※番地なし）

0742-27-9350(TEL&FAX)

kansai@japan-youth-award.net 

４．中国四国ブランチ

中国学園大学 地域連携センター

〒701-0197  岡山市北区庭瀬83番地

086-293-2508(TEL&FAX)

chushikoku@japan-youth-award.net 

●参考
英国エディンバラ公国際アワード ホームページ

http://www.intaward.org/ 英語版

http://www.intaward.jp/index.html 日本版

※本事業は、平成27年度 文部科学省委託事業「体験活動推進プロジェクト」です。
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